
立石神社

立石神社は
しきないしゃ

式内社ではありませんが、昭和 61 年７月作成の

長寿だより（和田山町老人会）に、「内海は、元
いとく

威徳神社の

氏子であったが、安政元年、内海の岩を
かんじょう

勧請し、立石神社と

称名し、村東に建て祭る」と紹介されています。 祭神の

天太玉命（アメノフトタマノミコト）は、
いみ

忌
ぶ

部（斎部）氏の祖

神とされる天岩屋戸の話にでてくる神さまで、鉱山にゆかり

がありそうなことや、岩を
かんじょう

勧請することからを
しょうかい

紹介します。

※
かんじょう

勧請（神仏の霊のおいでを願う事）

当神社は昔から、目の神様・足の神様として振興され、竹田城主も、友をつれ

御詣りに来たと語り継がれています。


